
くまもとアートポリス事業「宮城野区・みんなの家」への取組み 
 

事業開始から今年で 30 年を迎えたくまもとアートポリス

（KAP）事業では、毎年度初めに、コミッショナー（C）、ア

ドバイザー（A）と事業の進め方等について会議（C&A会議）

を開きます。2011年5月のC&A会議で、伊東豊雄Cから、

東日本大震災の被災者に、精神的な安らぎを感じられる空間

「みんなの家」を提供するプロジェクトの提案がありました。 

事務局の建築課では、早速、蒲島知事に伺いを立て、5月

末には、知事記者会見で、県内建築関係団体と連携してKAP

の人材育成事業として取り組むことを表明いただきました。 

一方、建設場所は、伊東Cが設計されたせんだいメディア

テークの縁で、奥山恵美子前仙台市長からの紹介で仙台市宮

城野区の仮設団地内（62戸）と決まりました。 

併行して、県では、建築関係団体の皆さんと「みんなの家

建設推進委員会」を立ち上げ、事業に向けた推進体制を整え

ていきました。建設費は、この委員会メンバーの負担金で賄

うことになりました。 

こうして「宮城野区・みんなの家」が県外初のKAP事業

としてスタートしました。 

設計は、伊東Cが中心に、仮設団地にお住いの被災者の皆

さんと何度も話し合いの場を持たれ、すすめられました。当

初、40㎡ほどという規模の小ささに困惑されていた被災者の

皆さんも、徐々に自分たちの希望を話されるようになったと

のことです。 

結果、8月には、既存のプレハブの集会所と渡りローカで

つながった木造平屋建て、切妻屋根の「みんなの家」（延床面

積38.88㎡）の設計が完成し、9月13日には、起工式を執り

行うことかできま

した。 

それと前後して、

木材関係団体や球

磨郡湯前町・水上村

から熊本県産木材

の提供と、い業関係

団体から畳表の提供の申し出がありました。提供いただいた

木材は、熊本市内プレカット工場で加工し、建設推進委員会

のメンバーや学生など約 50 名のボランティアに参加いただ

き、工場敷地内で仮組してその完成形を確認し、後日、関係 

 

 

者出席のもと出

発式を行い、仙

台に輸送しま

した。 

また湯前町で

も出発式を行

い、地元産木材を名産の市房漬とともに仙台に向け発送しま

した。 

9 月 26 日の上

棟式では、仮設団

地の皆さんや関係

者に参加いただき

盛大にもち投げを

行いました。 

施工中には、熊

本から参加したボランティアの大工さんの指導のもと、九州

や神奈川、東北の多くの大学生が、外壁の塗装や家具製作に

参加され、10月26日に落成の日を迎えることができました。

これも、KAP の人材育成事業として、多くの皆さんにご支

援、ご協力いただいたおかげで、伊東Cの発案から半年とい

う速さで完成することができました。 

また、仮設団地の平山一男自治会長をはじめ多くの仮設団

地の皆さんの積極的な参加、協力もありました。落成式の日

に、自治会の皆さんから芋煮会で歓迎いただき、完成したば

かりの「みんなの家」で、夜が更けるのも忘れ、歓談したの

が忘れられません。「みんなの家」の周りの花壇も自治会の皆

さんの手作りです。 

「宮城野区・みんなの家」は、2017年4月には、仮設団地

に多くの方々が住まわれていた新浜地区に移築され、地域の

集会所として活用されています。 

熊本では、東日本大震災の翌年7月に発生した九州北部豪

雨で被災した熊本県阿蘇市の木造仮設団地 2 カ所に、KAP

事業で「阿蘇・みんなの家」が建設され、被災者の憩いの場

として活用されました。これもまた、解体、移築され地域の

集会所として活用されています。 

さらに、2016年4月の熊本地震でも、20戸未満の小規模

な仮設団地も含め、ほぼすべての仮設団地に、KAP事業とし

て「みんなの家」95棟が建設されました。これが、仮設団地

にお住いの皆さんの交流の場となり、県が復旧・復興の3原

則の一つに掲げる「被災者の痛みの最小化」に貢献している

ものと確信しています。 

 東日本大震災の被災者の心が少しでも安らげるような場

所を提供して、東北支援の一つになればとの思いで取り組ん

だ「宮城野区・みんなの家」プロジェクトが、くしくも地元

でも生かされることになっていることに、不思議な縁を感ぜ

ずにはいられません。 

（一財）熊本建築構造評価センター専務理事 生田博隆 
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5 月 13 日（日）青年部主催研修会に参加

致しました。今回のテーマは赤レンガ工場

見学他・・・です 

まずはニッカウイスキー仙台工場です。

昭和４４年建築の赤レンガ工場 創業者の

竹鶴政孝が新川の清流を見てブラックニッ

カの水割りを作った逸話は有名ですよね。

そんなレンガ造り工場見学を致しました。

当然の事ながら建築年数もかなり経過して

おり建物内部はＨ型鋼で補強してあり、当

時の技術の粋を集めた素晴らしい建築物で

感動致しました。 

最後にウイスキーの試飲が出来き、ロッ

クか、サイダー割とお好みで頂けます。竹鶴

の 17年物もあり、気に入ってしまって、い

つまでも香りに酔っていました。 

 

 

 

そして山形県天童市方面へ。縁結びのお

寺としても有名な国重要文化財（若松観音）

でお参りして天童市で美味しいお蕎麦で有

名な又右エ門そばで昼食です。最後は松田

さんの実家にある蔵（隣接している）100年

位前に建てた物を見学また、実家の前にあ

る本家は 300 年位経過している建物を見学

し松田さん実家裏山で竹の子採り、またお

母さんの手料理（漬物など）を頂きました。

本当に美味しかったですよ。大変ありがと

うございました。 

一日中を通して歴史的建造物を堪能で

き、また大変充実した研修会になったと思

います。 

今回の企画に関係していた皆様には深

く感謝致します。  

（Written by加藤常男） 

 

 

 

 
 

第 60 回建築士全国大会京都大会に参加して 
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